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•序

今日,水寶潦の盛保,天演災皆防止X)问題は世界的赤阕怆爭で 

ある。従ってノ森;林防災ヒ阕する研兜或アメリカをはじめ諳外窗 

にスでめざ、ましい庵滅を鬼せている。おちろん、我园みその倒沐 

で寸なし、。衣って,ピ札らの研更浪績纣・な适ノ公つ・豊富であ咨 

かくしご.或は外同文駅を粧訳し,或はイ罔々の我巣を建釣整理し 

E くこ/I丈淅驼巻Q弦会師するのみならず、、董複斯兜の哄 

をさけ、断果の瑁涎を、時々明ら公にし得る犠宣びある。

今虬 こ札啓春株佑費府.兜E,堂切な资羯・ば、橄会ある毎に苗 

邕な印刷匕附して都內阕保羞に鶴桁し、聊発の涙進ヒ貴する二x 

匕した。

本普は,そのオノ号で、巻鄒中客垓宅だ琪地から蘑カ范え婆寃. 

を諛したもの樫、最立,耍塗の強い您珠理犬研變に对レて、格好 

な象器貸拜とな兀ば拳で坊る。

昭和m /耳 P 冃

防炎部長 )iI 正夫



聲看序
水文单硏斐に於けるア乂リガの定空性H•卒亶に讓めざ不を彳写4 

い。

水冏魔の規模にかなりの相進があり、賛幻Iこる、於ず・、しも一致 

しないnは咨え、我國の森林坦水術宪はアメリカに於ける咬泉に 

黄うXころ野ゑ、 ・,

こめに、ア乂リカ・政:蔣山株崗にふり荃営・さ札ろかヴィーダ、サ 

ンテイマス,画理:犬誠験:垠の樂磧は、潛にノ産目さろペさわ刃であ 

克

ヵ・ライータ試験地は,すでに,我:回匕七粗ら花て卜る次、サン 

天イマス試駿地Iこつい«はあ或リ灶Tち?LC・い、ない。

竅逝、职寿は歩ンデ財 マス誠験地Q ど・£・ ノcd危々E 例 

の好慧で、ここに訳する来内書をかくら胞危ので、訊して大方の 

僉考に佚したい。

なあ、,衆本にはないが、後琴xなる直眞女業あ、よ«米・の主な 

る栋紫就験埸、萩林理水誠贖地,栋擘料公有する大學の世輝伝示 

す囲・を較せ,夷に南・ガリブオノレニャ地方の植生について卷末!こ 

时記し己 まち 蛍靈冬街語ビついて或 一正,払電な七つぐ訳 

なつけ、狼詔な时誕しておい左。各量也.については挨鼻表な坊げ 

て抄い已

訳の披さが正確な終小を欠くあ、そ札験しXレ点4ヽ#、あく辻で 

も来対普ざあり、少しで”参考にな泥ば華であ含

撿助・を啓けだ理水研宪案期谷技名に感渝の惹な表する。

昭和ヨ/畠9冃 ・,

防炎部理水研兜基 中・野 秀莓

参考写真 C haparr a!の雨水遮断試験

参考写真 Monroe (NO. X )流域のChaparral植生



参考写真 Wo If ski11(NO. I )流域の測水所

参考写真 Tanbark Flatに於ける雨箱:観測
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(遂琴)南斯す丿レアオ丿レ二ヤの儀生

蛍 也

研窕スタッフ

ガリア・ オノレ二や林野読瞼場反 ■£^Ji^2一花 J少^^

ヌ"洗^^义^廂班郭長 む,4 .し

サン尹イマス理水請験地主社 ».妇・ 一也を必汎る

水 文 潍 P. W. Rau>e

览 镣 ・、 乙・4心恣ノをえ・

生 鎚 學 步•g A45^乙总

觀涮费粽 oC. A-羽茲と必曷

よr•丈を场

检物生理学

ヂ,很.?e必み^

± 壊 〇, (3 - Q/Iのz-

カリフォ丿レ二マ林辱诫験埸・は•アメリガ合象国政药罢務摩 

山林扃にふつT菖燃され、ガリ・ア・才ノレvマ大学の觞ガを酸け

ている。

/、南部ガリブオノレ二ぜに於け吝

水の阂癥

葫鄢ガリブオ丿レ靈工業炒大龍会の鮭搏桑殴会はかる匕は・ 

水"最あ重:婁な因冬Xなるこxば、ー锻Iこ諛激さ於«いd

/»テ〇 ー/デう・ク坪のふク年間ヒ,ユノ差〇&〇・らち’ク〇气000 
への人口曽加ぜ术されるような上の地方の聪厦瑚 皴つかの切実な 

阿題をy七なっだが、Wの内で主要なものWノ水資瀕の確係と洪水 

調師の同鹿である。

览象,地核、檀生の百察條件〃、二の地汚の水固圈のき次しさビ 

阕条している。本地方の大部分は方月疥う/。冃まで落く、かつ、 

級煤し、その他の冃に螫兩パ多い。高幾に夂亿の抵窪した大河來の 

な大甲坦な潴蛟Iこ椎して憲に距りEる山地炎 基だ、しい災軽な下荻 

でひき超レた:決水の水瀕地ふのである。高度約歹タクノ/と义卞の 

山地ぜは, 。化心以以 杉して鄭ら芥る潼水類が傷 勢尷物・であるJ 

帯後の浦いめころでは,主在る森株地被E・針紫捌の蘇林疗つくっぐ 

いる。夔の期湖は、檀生ノ揷に,以い・江水非精ヒ燃え※寸く 

なっている。山地涯域^山火華にょり荒さ於る時•洪水昼女>< 

澈增す©。

水凝漁勿岡憶

葡潴ガリブオレ二・の初婀の厳或だ・ぢはノ水を,附立の山地t求 

淚をわつ河川送湧泉I二求めた。更に帽饌だ暗はば浅いキ戸な.摭す二 

匕 (wの井、戸・は一部握扳井ザであつ危.)又」求を必つめるトン液 

しをだくさん掘I),山戒にメ、射水地を愛るこzで足りた。後ビ戚ノ

(/ク南都ガリフ・オノレニ・Z蛙 &・ル んカ。次泌ケノ迅あな.&Z泌％ 

ヽ/幼疚じ家一 ノ «Z/M ノ4ク笏亿・り, の・ク多Eノ 紀為如, ノんZ"乙契; 

WZ它心泌の谷那を含泓ノその総面顽はヨ/ 3ク",タつク刀で,カリ 

ブオ丿レニャ側の杓ヨノ％な占ある。

(1 >



更V’暢能力'’潛して,低下比しめめ放な地下米杭E谨するまで大河 

系衣平・坦海域:でより駅い幷"尸芝坂うどるを得なく益つセ。也!宰ノ敝: 

げしい地下水族兩ガ蘇岸立くの地下水位な低下し、夜エころでは游 

冰の健人を沸・して、結亀利用でま・る米な失う綺束な担いぐいる。 

又・或地方で或、水使用の切り誌め"I区擧、匕さな存に至り、少雨塀 

商岐、特に、前約せざるを得なくふっている。

去の耕要は、ますほす、増加し、ノダ/ 3歐以束南部ガリフォ丿レ 

二夫へ水な移入寸ろため、よああノ/>を8嵐•え の泉面蹲,々診忍％r 

砕・Zから、癸々之方ヒわたって塚水誉疔愛叡:さ时だ°かかる 

园絕事業或巨額の肴用であ、こなわれで板り、このこ»市ら,、叔の 

天靂に富ち地方E於てさえノ水疔如何七量墨益治のであるか分d

箫标ガリブオ丿レニ«はノ分々ノ刪人日の約、ぎづ％を占めている。 

しかるに、もの河卩1攻州に於ける霸建水盪の杉つだ.:2%在あ切らナ 

にすぎない。/クタク坪(こ’南部カ・リブオ丿レ二セぐは,0.5•リのQ 

ク。 4 — fす区上,の水舟模・さ眼杉。此の水塹の知羊分け貝ラ妃泌M 

抒ふ必 6み蛇Z 平L寄ご/かんがい田水に•傍用さオL、ご洛吃必r 

河から研か21ている。当Q・叔の地蛟ビ对する寧水壁の料ク。％は各 

地方の」そオ(,さ札の海晩かう佚箱さ札杉ものである。術鄙カリフナ 

レ二マカー翔だH移入さ札危水〃裸給ざ札るが、その他の大:邮分の 

地嫌でkt山地.う丹の供妗水にだ小って・いる。

山-&旋域?の碗全

ク»<? ユ隼M前ピわノ史鬼の朋拓る指尊看荘ヒは、此の地万に※ 

ける山去淡域/水両蹟X.の阕"樣匕ついて誕、讖はあつ总。二れうの掲 

尊着の略ガビ法• って、隅耍に返える木杵贅療な株椁すろ匕 司蒔 J 

水黄液な良好な吠態に,保っため匕水顕な耳妙な状態に林つ忙•1こ, 

水,凍直保谩ナるという初歩的な目的のため,魏つ今の森林株全計函 

於 /企ヲユー /分〇グ單に應辽さ木一でいた。後に,’こ化うQ森 

林皓菌部カリブ寸)レニャの圓有林工なって、米國賤務皆山林慮Q汚 

鷺となつ杉,かくして、詞帽ガリブオ/レニ・の公有流!域Q約旦クO 

<2)

ひノクククムペ、囲泳的に昧誤さ於る二X X なつた。

旋域、終、営冏靈の爾-芥ー

水凝澳、決水,±_爨饺蝕に及成'寸流域状應の影曇匕阕すゐ資,料・を 

得ろほめ、約幺。里疏,山株毒は南丽カリフォ)レニマぐ、初歩的ふ 

備あな简始し杉。そわ研央は、ノ § ユク峯哉立さオ1たけリブオルニ 

や林野試験場に引継がれた〃臾にノカリフォルニャ州、カリフォJレ 

二ヤ郡ノ冬え4C砂・を衍Zク我う泊/水鱼会壮"セ本技府看ノ M 

業尊者罪の慰力を受けて,サンテ・、イマス誠凌地は、/タヨさ季I二, 

就域:經営睛成の也ンター Xして故選さ炬仁。

2 サンテイマス理水議瞼地

サンチイマス瑾水試験:地は、固有林の中"で、 ノ ・クク眾4 

の面箱在占める. 足え 弟终泌必 山瞅刀南面でノバルえ皿滩ら 

&：.q必を潴域に坊参 次の轲歡ヒも松ず"、て読験地ガ拱投さ 

札忸“ (/つ.荫拥カリフォルニ・ヤIこきわ.めで多IヽC』か"レを匕の生脊 

山地の代我であ0こと。(2). &え栄婚をのa山塊ビは派い凍谷 

にいって分、港,さ牝でお、リ、この地域:の地下:Kの宛入板版XんX、可能 

性・がないこ匕° (3> ニ大凝域はたくさんの亥凌•或’すな、わり,中

渥度の大きさの斑域マ,そくさんの小液政がら成っている:::エ"の 

貓々の 年令(林 令)おゝよ タ様々 なc^x/z^2>^£-必公・え 疥 

ら 成る植 佳な有 しで いるこめ。6 Z2家如 ダ、厶を 任浚

瓦ムnす奴去あり、工大廃域の潴・出水に对するダ'厶の制御能寸を 

測更.すぎ二Xタ故釆る。二21う刀•ダムは£r /4を^^冬3 

艾"を_ S必也 々以為£〇-乙にふ〇遼談さ札、5さ处«い玄.

誠射’地 ^ ^

’史議晩流域、
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ク T / 0、ノ /心、〇 ヨテう "S

〇, / ノD、/ /〇幺Q ,・Q

? Q3 号 /クNク 羽タ ふ・ダ

< 爵/园 «くう /ク" /疔〇 5ケ、ぶ

(/つ気/象局型茨潘留•ビよる

〇 /ダ与間の辺錄(こふる紅遍.

(さつ/夕ヨB — /マタ2 サン天イマス理水諭峻地"7

.の誕鹼 fに

/ダ2罗_ /ダ・之 封孑辺鄒内・での沮錄

力/ず、く R な學間の实均

〇、ふ,如点文を基地に於ける肆・の寃象條件

肆 /
1

*1 1

飯発曹ノ 
匕あ

絶対瓣 
废

< 溢ゆ

收M・低 
演

隼・均 
旋

/ ワ &> — 。 « コ" /OUQ 己 〇, <2 4Qテ

/ 5;,3 么——S.5 X.2 泌。 一 2夕Q 夕&&

(白)



/ ラう5 ～食ん ュん送 4>ク、& ノ 〇/、す～ コテ、〇 タク,フ

/ ヲ§ « 一 うク g.g よク・テ 涛.〇 /弘 s・ワタ

/ テぶクーう 3 ・京/ い» /〇ノ、〇 3 0.0
ノ ヲさ £ —3ヲ _2 ク、〇 /クク.歹 UNつ タク分

/ ヲ3ラーWク •22. 〇 クク’ク ヲヲq *3- 5ラ,々:

グ ワ«クー玄ノ 4,2 タダダ 3^.0 夕?, ノ

/ 夕4ノ ー义N / 必・グ ク〇,ク デアク 空§ク &,3
/ ノ ナW d 一久3 @52 ク〇、 / /〇Z, 5 コ«5 W, Z

/ $?</ a — w A,5 、タg /Q,ク コワ、a 绍,/

/ ラ々"一事名 ュ・,ク mヲ ラ久〇 ュふ,夕 55,0
/ 5 U 5 一ふん ユク、っ 0.之 /ノ OQ つク、〇 声〇

/ 夕« < — qク _2タぶ Q・夕 ノOウ、5 コグ、ひ 茲3

/ シ・ク—之T 心、少 クつ,つ ノつ3、ヨ コ3 矣,R

ノ つセ» —次ア •ノん9 よ",ク Z〇〇, 〇 冷、ひ 夂§

ノ デマテー50 8a W、/ ノQJ,〇 コユ、。 右フ、5
ノ ラ5•クー5 / zz<5~ 公,々 ノ〇2〇 U*

/ デ5/ — Sユ "/ タカナ 为§ コN5 星ク

平 均3 よ "3 匕?,ク 5加

(々気象高型冰発計による

3辱买均或ほ施困

(3)サンティマス誠曇:地の記錄!C上るノヲ尊尚の平均

斑兜の目的

サ>ティマス瑾水誌礫地に於ける漩绫析雍,お'ふ次南詠カリブオ 

ノレ二ヤのどこかで行われる阙建所遂I寸コ大目約を有す•ろ.

そのオノは"漩晚の諸水文檢能ぐ 匕N沿んス:芥次辺・J D刃決: 

建である。すなわな、降水蛀め、うか’水々匕の涯・ザ植生状應ノ Zt 

塚豚件’地奨・ノ地物てふって如何に影誉 A凡るか導をだしかめる爭 

である。

«g )

飞勿オ2成洪:本廳,土裝侵蝕暈を谖少匕してゝ冬泥い&’刑用ぐ 

さる水の骸大收逼を確保する様な漩塚圣あ法会桑度せしめる華であ 

瓦

今耳でのところ、サン天イマス就驗地に於げる研庵の多くはオ/ 

の目的についてであつぞ。

究域の水艾檄龍の石汗兜

旅域箕救に阕して、次の各研斑び実施さ股ぐいる。

</> 兔象

’奴旋,相対湿夜,風何,風濾,飯髡をふく芥鬼虢誕、輙衆 离 

废ノ さクゆー 5aククヂNの桁囲［Cある滅•験地:内のク個所であっ 

めら股・«い血,誠驗地の懈米墨の測更は,最初ノ ヨノつ個の両 

駐の未、ソxワークにふって行われた。而笹計か大部分ほ善篠楝 

にそう歩勇にちか収だ。阕蜃針を改荘出しめて集水地両童を測 

佢寸ろの!cxおなう誤差を右しかめるため,附演的塩街兜却行 

わ粗て,床城斜面に直角におかれだ雨呈計都、はじ喩取垫蔺 

谖討の米、ントワーク会リ七、一尸、正確に集水妫兩笹点サ>フ。 

リン分するこX"分つだ。どの菊果’成じめの対置計眼蹬極は 

/タ歹。度に/ユクイ膏の窗斜型両墨計の・ヅKワークでおきか 

えら肚在n新しい米ツKワークのうち,ノダ们の雨笹針歧総量 

Z殮度在同昉Iこ示すもので ある。

(め流出棗

二大流戚からの魂出曇成 必のん 0<Ru9 や 巳塚処必以 

貯水池への流入量測定にょり得う忍ヨ。こ虬矗大流屈は/ 〇 

個力車流威に分割さ衫てお、リ.•又•<2川流域グルーフ。,すaR 

ち,わ地政ヒ五“j物政を包含している。各中およ温、、川流 

域ばせ刃・口に.測・・祈ーを:そ)っごいる。中魂顼二河す・苦副冰而ば 

3部分かう成,低永血の土砂ををまなしI流失の測定I二賤9 〇 

虔口亨埋 践鹹瘤を图い、いくらかめ土砂を舍潟する普通殛曲 

時の初出近託錄するにはサンディマス型の御製童永棄を用・しL

<クク



更に,大さな洪永を測定するには大コレクリート量永渠全扁しI 

る。渠財ノぐーシャル型,C戸物レ!ん以^玛コ之基, 如 S.

GQG^^^iC^ル 身xZ/^2/-€^A設計の階段型ノ基,および,tt 

ンディマス型’7基さある。山流域の劃永而はV専型 錠燄曜ヒ 

け、ディマス型量永渠匕から成る。

すべ、ての利冰而は盲記冰位計を鼓備している。土砂を含んだ、 

流ほ水の測定に困誰が’感し、 われてサンデ’イマス型暈木柔丘孫用 

する!—益、 生し、だ。二の型の渠は,このような施由の漩定.エ郡 

合がよし、事び、飪預されてひる。

〇 淀喊の土壕侵蝕・

N大流J域からの流出土秒岩借の削定は身材と血Z>治心,D祠 

也ん£^气各好水池に流藉し比ものを定羯的に測量しておごな 

わ枕る。ら密地区ヒ 宇を地区の小流戚からのイ受蝕物の測 

定成各貌域の迅けに設けられたコンクリート死搬池で行わなる。

g 地表苑沽ヒ土嚷侵麴

全流域とは広別した斜画上の她表兩访と土壇’侵蝕の淅宏は/ 

Aの飲験区ご行われている。名・試驍区財-闵匕同時に弛表滅纠を 

記线寸る装器があ!J. 價儲物・は全部福、そVぜきる律にし•こある。

タ亠”レ 地直のワ区ば乂・—"如 の地殺をもつ高度片W 

メオ,/^^5〇 7〇の日庁にある。ノ958善叫火爭び::の地域を 

讯と在めに焼払ってしまったが’,之れまでの5。寧以上は火炎 

3なかった。植生か、'燒失す也以削は地表金珀と土圾侵飽は無複 

丞きる程度で、あったのが:山火爭後のお年同成,匕もに,着し 

<瑙航した。この地瑕に•国有の植生が,再び,凍長して地袤を 

保證して後は廻表統なや土壇侵鈕W無視すきる程レニなった。

コ"弟。レる 共i域の•?区は:/*?/g辱以来ル火事に遭った二 

.ヒのな-し1cん"2えレレ您 の若生した高廣2 — 00彳" 傾斜35 
%の地域さある。ニれらあ!TではJ(実・際には,地春茏珥る土壊 

侵鋤るなかった° /ヲ52穽に,モかうら刃6区:カ、労灌木頼が’

除きおれ‘•厂年や刀嚎辜植•主に 拧さか,えら彳乙た。地哀•充出ビ土

の>

瓚侵蝕ヒの測定はつブ、けられて,植生发化の彩雷が・,廚究されっ 

っある。/夕5 N年に矣せ％必地理のC^ap^M^Jし区附近 

で 造林也内に,更に;5区が'設定さ:n・た。

くQ蒸毙散選

植生や土壤からの永分の基建散重のつUて成參福計以か加比ー 

蜀SJ)ヒ暗ばれる土壇をつめなタンクで而死されてしtる。

R•/"Sん 勺J心 近く Iニあるサンデ、メマス澎渴計C也部" 

CZSD 施設は2 6イ固のコング・リートタンクびう成り,それぞ 

れの固積は/〃•5X 2//Z , 深さ溢"S次 で'ある。地表,お•よ 

び唐の・,靖御は5万で・、必る。ご机らの六きい場襦計C4)^? ノ玆N) 

ほ・描足廂f窕のため/ 〇〇』固以上の"、金屠9ンクで増血される。 

すべ、こ,その土地の土塚を,同様に混合して娘充;されている。 

大・秀・隔計の/個は裸地のま李にさオし,ユ偃には數罹の M心A 

グン・ か、植えられこいゑ。2～6個の洛漏•計ク、'［レーフ七二は, 

二の地方 に固為の着木5建ヒ 腿心ら祀 p或｝. び単蚀に晦栽 

されている。地我观岀堇.と滲,浅水はコンクリート泡千室ご,9 
、ワの中にあつめうれ,測定され如地表流血レート»渉透し 

一 I-勇r管あ灼頒水位トランス三、、ソタ ーによって時計屋リのg§e 

紙に記錄さ松©。珞潟計の種々の確さご,土壊永分な、的・気阕土 
/,、 C>

煖氷令•削定畚す、みん はスに,須U定さ27るん)

G2J ファイ人、ーク、、ラス にょ©電気経旋•式土嚏表介趣定春, 

C ハ・注广っつ〜毎:^｛ん皿

C・ンデ’イマス試驗価では,さかQに,,便同さ札ごいみ) 

は工礙平方削定のび要な実ユ,長・顒囿理められた收遍薄 

咅FC匕婭£,んス)匕その中の權?の睡气J&r芯を:則定日もザ 

ータフ、、|しメーターヒか労戌る。土湿と:悬展は二.彳しうの刮定_う、 

らさあられるC

二の珈定にょ り,滲嘱討«メ先のや に王えこジ・玲植. 

物や上壤からの燕卷宕吏匕土壊中びの,又は・土壞の中・への水 

の動さをたしかめるニ匕が、 西近耳a 芥食欢&土嚏・もつ.案KK

<テ)



でダ)るー匕や,极の逐逹刀f、制咲芒花こいニ匕が、植物の生妾せ植 

物の永機漏に及好、す影響を研鬼するために,5個の"用ち、、込め 

う札ていをしI ‘’野漏計び、設けちオnその地表砲组匕主瓊・分の 

記錄が得られる〇二つ"肉ぢ’込めう他すし'ない、、吟狷計浦 

’久5 X /久タ Xクダえの况に磅遇計の土をつめ・"用も、'込あられた,、 

芾扃計のものと同じ5憧の槌吻が、、植栽されているっ

y 雨水の彳亍方«滋芬a勿aLZi^t.兩・か"蒸散茶諳,漆置辉に分れ・二と;)

/ヲ52立に松,潅木 荤"の曲単植生の下・で阿科くのち、リ分け" 

はビうなるかをたしか初•5府究か'•すし、、められ•前記のス括〜 

尹W淫 にある ノ 2イ国の史表沅it｛試翳応・疗わ氷乙てし)る.>5網, 

の’竜宏曲上壞・术分測定春の吸湿休か、/ jZj或6区の内の中实jxj二 

理めら札る。煙める珮所•凝地表F /•ら由から,或埸所るは,/& 

を 以上K崑す5岩顕まで統一さ机た沸さ间隔匚してある。二 

花らの唆湿拝や他の器具2:價っぜ地表し二理する総前量・地湊流 

也童.滲透蘆,瑟龚散堂や土壞を通週し岩鹽に到逹する时・辱 

を亡しかめるニヒができる。こ、顼碍られた密杲3全諭J或丄ゆ 

植生の友更・審理茂に离する廂究のため,将・糸,•役£しっと舟え 

られる。

C7J .自然味件:

試験地の地盼,地痼,土環、植生、について,一坂表あ、よび分 

布図が、つVり;fzた。試験地の抬说思について刃士環僵価や疏火 

童の實料か''解析さ杞,流出や土衰の動さに及ぼ'す白然冬好の影 

響が、研究されつつあるe乏旅祭拝の影響も沛宠さ仅こいる。’

流域経営の研究

次に示す純営攻・吾方Wをテストしている。

C/9 充戚の殖生茨更

敬種の植生のもと 6 傾御面上の土嚷の動さや雨-んの行あ全 

琦・密する二とW,荀［記の地表宛出区しすはいの丹机だ。^jdUL m 
避’癸JS’j:世政の川荒.域の;状態は•问•年司か硯測せ・丹杞,之の

^ •- (/〇>

徽"しつ城:诚つ内,野つかの適旦が、友更さ知0G "恐理さ)牝た” 

充・からの土壕:宛出,決紫お、よ时承敢攻の測定が、,期処・理流傳 

の可梭:則定と比較される。みレ?し洗建の植生は5。年・七も山 

火爭にあわ白かつ左か、;/*7x5 8年の山大爭ご焼签ワ< W札ノ。

二の偶はの’•'/理、’の前後に彳字ら水した 話箴qよ」七ば、、山な爭後 

5耳闵,灰布 土壊’樓蝕び、非露に僧•如した。

流理の植生は/夕/ラ穽以来遗かれていなし蒔

C2つ珂川歎の植生のあっかい方

河ひI救あ、よか'、之の附近に現ら松W 以以Q2 , 心心"ゝ

皆ふ…,土泛,その他の植刑!Zは』F审|ニ多くの永さ凋・费すむ二と 

が缸!うれて一し」・&。二の檀虫の定全陈去は植•初にょ歩蜀黄永を少 

<すaた、、ろう。が、 しかし,"かかW"が’建くなって,水面う、 よ須 

巡面からの蒸整を増4f"ご,あうう: 河口|敬•河岸修地帯からの永 

漬皆び患川を,しかも 间次本時に遅防保殖の役同玄米す底な 

植生の種烦や壁を決めるための;Sff究が'なされる害ご、 昂る。二の 

削茏の一部"はメ奸刀必S で扱われるる、 あろう。,池W・ 実際に 

高水教の植生を友更し、ぞの前後•或期固流a量.託錦の无較が 

行われる。

(0) 主水.技術にょ3玫修

决永ビーク・雜桐量,琉跆に在う斛面,有川戴中・刀丄痕,建 

届有ビの安定I二及しぎ’す流路叩の塑,壁>ホタ、、ムの妙來［二つし、•こ幾 

つ〃、の研死か’杰さ・れる•杏ごあ今。改修施顏び、 よう也る駢馈壺、 

灶理院或ヒ市里理就政ビの旋出記繰を比較・する二Mにー Aって士 

木領心にょ。河111改修c効・果 が、たしかめられゐ〇

その, 也の関連向f鬼

功林咼に依る他の滅域疏究が、衛部カリフォ丿レ=十各地急・亍われ 

たし,理I〜逸行中rのものもある。完成された両宪に成 Sう山地 

道路の土摩僵蝕昉止五<妇 山火爭後の茹或の花怠処置yして衔 

う槻種,CCつ流遍心 火爭にぎゐ沃水ヒ土嚷便紬勿根害餾 定評価が’

(“>



有 芸 現丘追行申のものには邑面上の工環の動きやノ

この動さを減少寸ヾく計画さ加・る植生取扱い方Wの・刷T雍びあ 

ョ。ご料らの両究は井リフォIレニャ.馈術沛宛前ヒの飾灯ご突行さ 

れつつある。又, んキ/J夂多辺<5河 流域の野タト実•喂S:疽、・&わを 

てし1る。

サ)デ、・イマス試験地 さ彳亍われ§>統域刷究は,地方・ 柑,連希の 

各彩阕の初豆に彳殳立つ様(二計固さ:n号。二划らは茨水械専の防除 

伊有用尊求の,曜』果の73め(二帝部万リフォ)レニャの楚迎く末同质旭) 

の羅営,營理に廟係しこいる.司宏緇果の仞<成 他の地守でも 

亦、 雨晳きる か う サンディマス試験地の 仕爭は地方的な利益のみ 

にW、まらない,

3 サンデ’イマス聖水験地に於ける流境建営扁密に阕する 

刊彳亍物团錄く附•罢ペQ ,

/ 733耳/可/日理狂

隆氷 ,■

〇•キ 小皿淫次2匕> 气 ノ T_x包瞞?め"〇"

<s^ . : H・ 〇 ・ ,

A,% .ク瞞ムス!〇レcl^cL H,C.•侦尤・列ル任,才’・以/.3 0 > 
ク〃七"?泌WM 衣し^尸•6 7 : /ぷ3—/クJ2 

c山岳流域に於け◎隨水最我)定法の 研宠っ

計算ご/ftた平均.雨量の侮微度 な課 "るな 改 あ、ぶス、、試驗当初 

の前量計配置か'、滅瑛両・屋の正磧&標本を"#えるかとうかぎ決あ 

うために也港説诚上にた< さんの前蠻計全あ、し、 て峰水寶利定史 

衍し1、解析さ』(・た。平灼・旗の牖度に対・する心耍は験画の 車莲性 

や大きざに反比例しこ加噸された。肉量計か、道坊に配置さ杈た 

府の寵判値の単純平均浦零雨童繚四］から計算さ担,た詞量匕非 

常・ に近似,してい玲。

(心

〇 うル洛作也久必シ辺〇 〇^ レ

; 仟・必瞞ノ以乡,/ 93う、 初・秘え._x3匕Z ・ 〇^. 6淑,

B ,必^〇^cL ふ 〇^^ >

C-o^a^. . . 4 :甥 〇RG8S一夕 ケ 3 ノ

少なら./勺心、

ぐ陰永に及ほ、寸地形の影響,

零兩豈線四によっで卅全体なう次、 に ん久?彩"^ 用5の耳隣 

・量の分布> お、よがサンデ'イマス貳験地の年隆氷量の分布互示 

すつ蔭ネ量の癖差が、地形の骸響に関連づ、けて説明されてu\る。

〇 /l 人え刁・次グ 号•ノレ以"：•余a多い•；)d. G_x^あ

Q以电,・し)んsiZ及ゆん•门心 , 时i^.轮•ケ必・.

比^访^-7ル・^Czz^Z^CO •ヽ ! • / ほ 3 — /彳 /

く雨墨計の火較裁'贖う

異った3方,世に同いた山腹・に疔かれた数建の写量奇・左用いた。 

地表に,地表相斜に平・行にお、 かれた大き志"コニクリート製氷 

髄’に受けた勇逕匕兩堂針四とらえ左两重匕び'氏較・ざれた。司量 

計は铅直に万、か机るよりセ,むしろ地表に対し更直にお、か龙だ 

方か、、コンクリート製水曜の囲壁に若しv近似する兩量なビらえ 

舌こビび分つお。この离量計には標準型の0つが滅用さ私在。

〇 Rx・みz"ん跖ーク如虫以ノz以心<以"心 ふ"^x2^沛.: 

一 ンづ&我-8 んQ<#AQZZ71,

づ心を妇切2<儿9 : © . «=C -舟羽zt^ハカ^ , ノケ孕名 メつg2_.

衣ジzX^ ・しゅエ心•哓迅:ぐク2 ーぐ/お

く南部•カリフォIレニセ山岳堆おの豪雨・の畤性び'成毫測定(二及ぼ、

す影響う

予備试轅の結果により.隣国の特性や豪商の"行方"につ妇 

ての砌:死が補えく曲に行わ死る/①委あるニ匕か、、々った。ク年固 

で、躍、計二5/由い迳した/グ、3回の豪前麒珈から,ろし匡勿 

代很的な務耐の祠Jを匕リ切け、,詳細に硬宠ざれた=

” \J3汝出惊5心エ0"志なわら 指向性回転酎墨計ヒしI

牛,



ラ目群ーしい差碱によって得ヒ記•織寫藏前の右可性の理を考える 

上に新-忠展をもたらし,隋雨者皮や風速によって安化す®困滴 

の落下・匐度の歼鼻が可能匕なった.南部カりフォレ二ヤの豪旳 

は,はっきけした性確さるつ禮っかのグじーフっに’たBすV分 

塩ざれ博る型に従うニとが、 分 った。ニれ うのク’リレープの性婚に 

つレ)て店るニヒは降水崖の正應る判定を羯する 匸め山岳宛戚に 

於け'る雨量計の曲当•な配疆や置きオをさめるた舟に/松要四ある0 

〇 A し cx_ tz^t^C,,7-zzx>^

み'& ・レレ:じレル/z^z>ys^^Zk^i^^ ヾx
ns々J心a”ン皿 [ 戶/• &,ノ彳ス匕しe<^"6

尸!、令-・お^^I . [ 一/4 刀づ0し 〇^〇^^^i, (Jypda^-z 勺AaaF-
R TV : W — $卫3 '
ClU延兩塗の割定.に於ける鉛直兩堂計と傾•斜理•兩童計の比屈〇

访ンデ、 イマス理永載、駿地侃の流域€ * 4つの隆水量び、N 2 

近矣の前星計ご剤定さ昶た。各地;矣には/対・ず、つ前量計が’お、・か 

れたか、、’その/俱苔鈕直にお、か松,他の/姻は御面に対•し直,禽 

にあ、かtl仁。4年司の試験の絹果或 二の急料叫切流域の正確 

・な厕塑现定は傾斜型前量計によって得ら・れる二匕を示した。

〇 Aカ»んデ"Lえ城〃〜<：>か

. _x2^x2^L-iiX<>,二 巳・<C-一外〇^任©(ス. /〃3

/?の a・ン乙-g^q/x/L•铲つ.Z/クuZx • クノレレ 75>. 74 丑:6 2冬一J3 /- 
(水文巍洌記錄の园時作を保った核の方式う

ザニテ、、イマス試験地・仁於いこばノ自紀綱国り点,スル猥辺 

辛eq基勉の時言tから,宝時おy られるタイムイニ/ぐ/レス 

C 也sZ^O/ 尤レn■& 比^/う に版って、相互(二局時 

性が/呆た犯モし、る爭を述,ベ、こし｝る。な晚閥に曲氏擡さ杞だ数確!の 

務倒人'•ケット型网量計る,同し、、回路上を中央実験室まで りし

ーを通じ、,增幅しE馋、つふしの河星毎に,/本の帯状昌記 

誕J二函量計削に記錄さ松我 ^

〇 タ須2^时レ9 スを?/2<茏•孕—必ノ据/8一身

(744 >

グノ以a3z?・レ!匕"七・-ビハ«・ノイセんレし々を・,し, 募w必・?•匕<切2^> /9タえA勺但岳. 

0虹冒心日栽.N8 q •.えヨータ5

[ザ>デ、イマス亜魅倒ハ、、ケット兩置站の礁構S).

険市强畏の測定のための妥価ぽ厳璃の譌町,卷礒一式攻標華 

叫幻危囹量計につ<う杞てい©。隙兩レー卜は逾当a記錄装置 

に電気民!に伝達され峯 将微W摩標のなしし 腐蝕しなレ、匿匿・比

ある。

"S.dCz. /94 ) (L 物1 3 プ—

皿 xz-つ姉・を/砂レ必七血^ 场之宓i・以a^ z^)C, /为•以んり

事をC化 カノ伉"t?レよ / 弓心 〇-^ct ふ七^/"6 3 P- .6勺Y/S- 
•弟スり七芬 ～P^tj2^>.

C山岳尅に於ける厨墮到定の固題う

南節・灯りつオじ二ヤにある寸ンテ財マス理水款験地に於匚,270價の 

回量訐か、大鬼模に配置されて,流域刷究に働連して龐々の高・度, 

悝々の僵魁に於けB測定眉量の滴斐が、たしかから初・た。晉備約 

な検討にょり.兩覺計網の配蹟は適当ごあったが:南竈剛定枝 

’術・にg内透少、あ©かる矩れない事が、分った。雨量計の配賓網を

是正する根據ヒし・て"等家面‘て七^以卷んを在心勿いほる志号 が暧 

は專に。この組識の中効面積ビ地旁冬考慮しご設圍さ丸冬

〇 Rcl^八^に物矿忐・ 

つ&<ん.二暮,sC A/z必嵐NZicwん ん心^ ～P. B.々any •門心,U び・£Ui/2Z.

4 务Z/, 炙»^*^, ルし 3必乙ん Gエq..

^-(2/2^6 . ・〇^ - Rj2-J2^CUTL^CJ2^ <Z^X>22-会> /3p、ノ谷—

くカリフォ/し二ヤ 地方に宣育するcんx*•么•,の国水遮断作 河)

地技に到盅しない听平,すなわち,盧斷・调法ビU扣ぎ史.若眸 

•雨の部ガをたしかあ&爭は,、水演標的題E共水両癒の解決に

重要杏あむ。么4Q么埋精庄『よる前火刀盅斷噸失は’カリフ

不/L二ヤのう涸帝こ、 例を士札たc屮耶"ガリフ方Iレニーヽー,の』ふ2®

(/デ>



刃や匕•・山麓に・けるノケ対!でI寸,〃つ眾け平•對肆网屋の内ノ汐 

久オ务多からの毓滴む逋り抜け〃で也茨に耄しん 以％ 

作耕幹漩下畫として地表］こ遂する。そして、槍生分ら直瘠薮登 

して地表に案・比ず央わ芥る七のは5%であつ杉。

别の型因り泊A 次"をあつ他の試験区で出 年平・四雨建 

g龙の公％"藏屡地表に到達し、う〇%は樹雑泥ドい 滋酎淆臾 

或»％だあク杉。南・あガリブオJレママカ&屈湖 山去地方・で 

就 星亜均雨竜つユ如Q欧ノ% 次 直梃地表IU蜜し、2 %猝榭 

弊漩下、なしc〃％が耋跻損失xふったノ翁:り抜け’:樹幹漩丘 

處仲我盧は紫南屋の大きさにに例し杉が、遼折損、失革は反比. 

例し・ 〇«.以上.の懸雨にけして広折攬灰に阕する式、ガ各研 

堤地.区恒Iこたてられた。夷地的な薮雨に対する雨水纏断.の丕適 

が諭議さ花でいる.

〇 o-ru^. ''C^j^ooCt^ -^.(i^^Ce^z.、

:艺・良・％"&sル心丸j?• メ・ メ死/如如•/■♦/• "g

/?TLct. ス尺・始以^. 3ユU /ク:ヨコーヨヨ

(サシテノマス理自記雨・.•區忠計う

站直ド、ラ厶理白記水食計.、直掇ペンなつけて,政造さ敢危、 

較倒パケット兩量計やア・モメ ーターによつ・て誘想士义たインパ 

］レスで雨霍,風斐な自お々錄するヒ海す&。負記計はZ日間依 

用・し、直貌にしぐクぷ尸> まで,容易に,母時・・久5ルの更さ屯 

Qx/»加乙糠準育記萩に記練さ我羣

〇 护2_<zoM•/;匂・度・｝也如メなん»

£.す.〇^！^- £. /4. / xieZ〇, / 少・^2. C(z^c.-
み々％ヌ'如お右 ル也うたなt多eピス々ル2孩^^久ち4・・ク^以2^. 

彻晚%♦・ヲ,"• , ノ地・^ *

〔ショックヒ耐え歸る会成修瘡嫌目雄慰為)

窗董針で工らえた南犬Q測夜用・に設計さ胞た耐久性のあ 

るブラス4・ック興目盤燹水整の摘痘な澄明する。

誕出

〇 ,TKC ^ixiA^T^rruiyTiyC / 港・^/- -&zZe<^

ん(yx^L^X-c~^Ct~^ ー ノ’2-^T^ -^-^oc^yriJ^ » - ?
H 牙,ZZx_Zんク乙,片T2^<え 顼..C<sb^^r?^ 〇/n^C H . 
G . yL2名e©y_ , 財4@ , /ラヲタ, Z｛决レ乙・顼5Z：. 

(StXT- • W/L-牙/f . 'W^ZzZLxi) , ノ" ヨくタ):ノ _2m フー ノ 278. 
〇曜水渠(:KLMmZ —多戸ス 次QZZ^ )にょ澎土砂含 

有流・出の漁!星)

ん砂を苞近流出の測定田阪廁永沛•を盛症さ也歩ため現場試験が、行 

わ也た〇匿水楽のH くつか'Q基,すなめち,ハ。ーシャ)レ量

C月ンzxj<Ax2^^ ) の妾選・楼形型.’床J:勾配をもつ,短/形

剧がテストさよえ。らの実駿にょ山ば、舞三の型6)奏曲広液徳の 

よう田仞ぎ・之の氷也がi偵塀渓撕面の下流疏で測足さ徂5 “匿用演 

を越え.る淀水G水建,が,幣に,渠をき川】I)に洗S淀しごあリ,現狂 

用日ら)nで"る他の袤匿よリも・砂を含/1だ、淀出曜捌定め穢滾は 

ー曆髙くな习ヒ更做さ炉る〇

〇4 7W!レZH伊々ス乙ク2疙.チ&XZ ~tAj^ ノ匕,2—,を歩々TZX^XZし 弓須

ytZをe・ノつ工於ノ.んん2>t七Z 0. 必aXクレ3スワし, 

OU."心,0を • とん伊^レ・ ノヨ く“) : SW-K活 

(淀出量・計算のための/モグ、 ラフ,

流・出L-卜を卢えら掘た府)茁内の総寵出蟹に厩痍す為二匕な/モ 

ブラフご、容易日なフに。また,/セグラフは水叔奥の決定を敏摩 

にごきるように再ってWる。

つb住-^dtoZX^ - -- .

;枠・才•し 

么?•?• W /«,こ ・ グ・レ6 . /ヲ zZ <Z . GJ・い.

&zしクds /七«/'/) ' 4；・フぐー"フぶ

(俺墮倒定のために目繇補正.ご加た竽涔寻)

訊、我で汨でドるキは樑拳ブージ0用麓のなH腸暮で、,しかもノ沈

(/7)



山元胞或4)厂史・,構适,‘池貲二ワU て•宏へ、

ヒ水負

< M
C ^<^3^7-跻 ・ ^〇^..孕^邛膈^n^a^s , 

〇必ダ<51^<>Z-Z<^ ん 〇"zN 七乙 4 左々/々ス次ん _

し・ ： /^. c . 一 ( ノ「い ZZ ,顼・

DりZ , A 3 亥匕以え"顼・しり夏を^ •一/?^

, 〇^^C .フZ必,

を久レFノ』・7 . 奴ンい .う纭e^Ud; , ノ次 -8
匕忍小ーんる・圮诺7洪ノ フを存。Cコケui^z^

■77t^>p^) のノ^L^"メ芥

くカリフォル=<,

環ヒ勧虏保)

项仏Tし

泛丹含宥量が麦化するカ、流!S)画定をに矣す<寸•るために考えあ心 

た・二机は水が布刍G 土砂.有屑•泛有,だ府ぞ士え侦用二4(捋昌〇 

〇・C石纭 -<£zZxq-l- <1^2/<^衬2>5スノtZスキン乙 _ ・一”^2>^€« 方乙々/ノレ①Z7し人宓七’

' 乏•七・片"えZの勿,脳s&ノ / 一 一” . Ce^、以 0呀ルt. 

ノノ S : つナつー並ぐぎ

くサンテ、、イマX亜水役トランスミッター)

木位指禾裝匱の説明・本核匱は菰験把の履員によつズ考衆さ血TZ 
ものご,流童画定の称充旋設匕しこ用"か山成功して)」る。

〇 专ー <SL^ CLUx>^

•勿ら/乙i? _く"しんjを.?役乙B . %>Q必レク匕? レ)レ"

必 C。项:Z^c2^~ . ^71^1ノ～ . ノ夕 之 疗.

£/7レ芬 〇^z > /『し//) : 4^ / — <Z_2 ,

く腰の雲矣•我定を宕易にすうための辰置)

記我二aう姦•匱はラク度い宇型鋭緣 堰に麥矣をすばモく ・か巳 

W矣すく沃めるために談計三川たもの孑ある。団じょうそ裝匱:が甬 

度の興る1Z零型鏡緣堰用に者えら讥司。漕庚喬く依すC匕も而阜 

を,使用にな大した熟諫を喜レ有K。

-6^C _~*
』眾’分逐・€ 山鼠地方の她貲

0め

てある。•ほ瓯の水丈用保に反ぽ寸地・箕の修誉臣决わ三観吴カヽら饑謫 

す歩・S降雨型に坟ぼ、す她形の亜衆,口)断-層«尤袱の影響,二"方 

が基岩内ぐ貯水の宗因之杼る地箕構屋.中のぎ的つ,淀路•潺泉、地 

卜水流欲の位漫に廣すろ。

± 壤 ^

〇多衣をら乙レフ乙必ノつM乙"ア公・片以戶^久 

JtXe % ルつ・号 矽竖必 ̂>cL ,: 〇 ・

Zf C<^£y^L^n. , す ノ ラノ1/■. -<£79-^ -JcZ- ^3>(//).
: グm -ヾ〇

<圃虜容水垣:k 土農を温ちす深コL q房帳)

曲埸窟水屋( か必％ <し 卜)<l1L うア三 /) ; く, Zz 1 丁 し 

ぎ・弑・驟風に試験意水をして,Wの後に 土・壊水分を謫査.すテCヒ

か、行わのも。巻氷童とIコ自然排永日施し< 土據か、’ヒビめ•繕る殮大未 

分量で、、あテ。灌I)だ永の渗入か、•余りに演/時に)ゴ,わ、ゝう沃定 

禅誤爰か、生すM c匕を指滴しで|Jう。

〇 --^>7アケレン"ノ1/3/2•ノニンZ2 ノC づ・・〇??z "を5>2 為^772 以/ノ乙

必<レ钧クし,:月。d・り"レsz, , 1X7.う・花S以"Zf,

- C . R ‘り ,つ7L>C^ダ / 、ラ久/ Z?-7zl£xt>o-—

^S(x> /|呀>8<^ < 步rzxノ匕 亍ヨ g ミ w<-一々 ぐタ

<而房土壕zk/廁定・帰諛計丹改茂)

土腹中G太の動竺の稲究IC使用すう夢究嗅為岡駿カッフ0匕圧力計 

序の變薩の我用。蒜貝の図

つ A 一ノ〇-^^・レ才华 _J^<i^>77^J2x^xzS 

U/TL^Coy^ -
ノ&,2Z><スレzz, ' £ノ ・ Z] こ,フムtPa , / / ' <Z g

^/o<3 S_2«ぐ.)' 3 — 3 S* 2-
(視制さ山Tz上腹水分のも匕«、の参海計載寒) .

函径g s ・卢・の上の円柱J 必回念水し,そして排水さM 
七,毎圆、土在 の鑫詡で、羅将・さ川<r u §エ瘦水分璋は実有昌,前究 

にょ巩ば‘,Xt£ 〇広部こ、 誰持さ见・う±擬E崔をコ、ノトロール才司

。カ



叽

〇 し K リ添口土,唇公・故レートW ・排水資をコントロー ノレ寸习［ 

ヒは司・紀こ、ある。

〇 jtjZ^cjz^ % ・〇£ - "TlULc^^tA^^msCXsL^
-z^^z>z>!iL^tsj-^00 ,: £ . Z)京えづMx*-t

oQ^C^ /夕 <x g //*2QZL ,多Qt9^2^^<?,厶ん&况皿 フもS万 〇 

22 7 C VT);夕0フータすヨ

く永文而宠に论びう建気盼上癒本分劑戻澎の夜割)•

臣種Q木文衝究は直読还、告る虐気前セ癒永分倒足荔の使用«よフ 

て疣璧だ归w。勺泪laセ壕,永勿のをう失ヒ町着聲叮咬土中水分の動 

きの虚亡w方向を倒烂ご芝る。談物涸に於づう建永蚩wでの 府|可を 

復制すう作玉を示すcとが备、ぎラ»。玖らは工中,或は雪甲の水の 

辭/雪藤件W康諳保件匠見分けるk:も使えるa涮崖舜は氷上仞幽達に 

うじろ冰 カルフォレ二ヤ林券就験楊で、、考案/幾さがと。

ヽ F レ5"Jリ父 イ bcoん财
一｝注夂ノくノ岑レS 匕4-溼ー "TT?4"M2G^g,匕ス・多久">7?！レZ__^- ；

C .日 , 必Z /テ。フ,卷ハ/匕しez^ 知ラ2Q

ノ万’・く一二 d&/t^心・先心z2^7如レ七足SKC

ら% 尸sZg-K" スン匕么た队グ,フえ/とつd&t/ ,・ 〇卩 

<ファイバーグ、ラス建灵俅沆土媛水分倒是源の疫用法)

二の K には・ 土廠永分割定器Q更気芯杭部长ファイペ-プラス 

にフIJラ弄爾く記載さ川で口る。贩區辱訶の蠣珍・理気族疝計 

,ほ七、カ・戚湿Z砲のひ6勿知>£江為ス 项 a2^7以

こ・萎な手唳田刀)でえ分に議菊顼 CJみ・

円户チ<y必咨"眼多 

ゴwス>をイ/ 乙么渋z/Zxtエス^i qダノ X 巳,月’

乙aら,ル算ス人 ,・ 产2G ノテ浄7 , -<£^Z QW . 彩)：

2 7 一 Nぎラ

<.屈て昜密水莖 < 渋也Q/ (〇ろ希・)沃足(r)riめの実験) 

多孔負碍寢箱 Q/ゝ.丸煉を入田’・気圧の忌,気瓶カ)二しズ, 土嚷水 

労を、参成せしめたL ぎに土旋Jc匕ビ成う水务' 启韓外佛件竣、 之あ

<2。>

し

卜 □
て便宜も 

ー ノレする

:-^Xez

£ ・召、

"g«/")

ら如た局じ、上減の圍熾逐衣量に肉衆ブ庁ら)nる巳ビカヾ臭駿曲に令っ 

た。しかも両看 の阕低冃申分待w程度にー篦して)j昌cヒ初知ら加 

た。C Cに遂べ、司手帳か、・國埸咨水匿の同荐的次表云之 

手早门オ•尽で'あ目。陶檄小あG我計W土・永ガをコン 

袤!!につijn弃諷にのヾら山で门る。

尸・’乙企え吆2刀TI 久〃頒^ 山えの, 

をtJクカ?q?/ . ノテ么タ 少”ン匕, 孑 

:バ U g •
く託地未南布地)G上最調香:曲療关と解決法)

サンテ、、イ7 x読験他の山云京戚の椒威龄芍土・様調登をしようビす 

るのに通,昭 浸耗地で;用心らmラ謁套方・弍の株用は团讖であヨ。口 

を垂でマ门习"Mしで,水文序物住厦匚もヒず、门そ,未崗团池土殛 

の去 戚図の依・娯,土俊方、短cセ物詞・風さm七 4?咯泌ス 目有休で、 

の土廖調査q羨明

〇 C^c -次^^

<分/L<t^»!>?72Xxナレとク 、1.,4 , CiL^y/V^n. 〇^rwL~ ~T.力L 

乙レ!/ , ノ g々3 .ス£5球e〇 バフく6)、、 4^ユダ

一 y ヨ夕

くファイノ、'、 ーグラス道気畛杭:t碌・分測定家)

農危のセ劉く分を國定すうたゆ匚天ご刑た計希は,土显に敏威な 

合金,セアアイバーグラス布互董わ会ゼたちの史入硏た阪區体,湿応 

を画う寸ーミスター,e u！にバッテリーこ、仇<童流滙気依伉計のメ 

ークー布分かs成る’ レ)•種クの土戚に河す争疽気物沆の•温度に 

よ日爰化。气)主贖甲G凍拓匕識辭 (カ木蒸気磯力につ1Jぞ府 

定さ頂だ。セ廠死昧邻の飽却9'カ滞毒宾次下ぎ顽よく廁•定で、さ习。

■； Ca^2^c^J^Sと 院 -

ルT2X^ ノ 、、 丁.つ)し,£ ,パ.し 

ノテぐ/ ‘Mz次y£允• フ/字)、、タノア一心フ

<ファ彳 バーフ、ラス土腹水分風定游 の cz/んんユNL/n )

◎ノノ



ノぐア月以上にあ之・り g gご補正さ皿な倒足恭

乙'は一二援’含有水ガに贩匿逮う滙気液杭'匕の肉保に、、ず、3广 

-•は角わ'った〇室刈実義二よう褊正て・也,自裁セ膜の淀ご«亍

S用芬府ば野外での神正とよく 一敬すそ。しわ、し、くた、、か 

山之土・痕を勇夙けえ祝)寄外定辰まで、固めて行った煬台はー 

袤し待)し

、隹慾M

で

生育处帝に最も孑门密歯動

//以上の旭で、は.cのねず’ザは

の食、性E

〇 羽么 レn戶户E ci, の心な幻?-zZ 6-^y
をん.•、心上 が』Z

銘九 •〇5し Cit^Z^n^.cしてし

、、ケ京/€">?70 ー孑 /7刼ノ宓bZL ノ久下,ノケと/

6-CX£>i^ おr コス (しノ I 々H7 — N ,夕

ゝ•・詞都カリフォルニマのcXり・植生を定董伽に解折 す 

う透匕し五の糠寧区、沈につE M )

逐•2ルグJ淫 植生のノ)、流戚の握ノ主雄度匠足量働に鮮折・す3め 

めう王密に標Jさ甘|た〇,Nコぐ Z!コ-卜、、 ラートが画［足さU ｛た.。 

建主の構双え示すようは貧料母分類,さ/W。•植生密废ゆ殯度分布母 

正規以外の館滸朋譲ごあヨCヒが分った〇区の大きさは鮪果匚看し 

I」影脅をもだ角ら、っな0

0 7/te^ 少e# ^<以 〇^ 終し

"七 尤^^ 〇^^^し uy-iLZ^aJ^Ci ,
,、を叼>5^7.侦,/必づを・如宓ク迈72 丁必年・ 

歩"・オノタセン.•ん点aラ伊 之す< m ) : 3レ/一 m尸/

<南郭カ・リフォ/レニャの米滾流域I■:泠ける生蘇因%うと4宅e 

以DZ/ ノ乙么乙 二つI ］て )

のわ7"/ ー»C^C^ ほ

物のJ種ごある・髙度々£ 〇 〇

、ピスどリ’艺祥常によく食で吝か、,wの他や刀

CX守">や以 槌.生に何’專誨し!广彩答を凌序ヒ存ハ。す后・めW ,

・ 心)

〇

ケノ

rl^ZzV' 〇

<南胡カ 

南溯カリ 

て建てむ况 

寸者C 

っ

音通G レ〇^の・建习より»を・しう栗兵幹の部分が食料のズ

訓分を凍すからごあ希七

〇 J^5x9zl -<a^x>z^2XJ2- 部

, : C .に•Ha^dc^C^"し

クのん. ノ 9 "夕 片ケみ人.行レ京久!スラ乙财.孚フ(ノ):よ7
(/モゲラフに依う茎幹函覆の廁足)

〇ゝIC説朋さ川うZ €ダ‘ラフな値物の茎野面積を沃めヨために, 

徙米,炉溟/さ巾た夢<の計章手皖を不靈にすラ。

わ宏 スf如^ 妲損え・ £・ウ!2>iF>?/Z«£z7疚あダ丄8<1^" ノ 

:步•0 14<づ伊疫^ レ叔"•W .必次右マZ , 7T小Z"

/ラぐノ 盆多y冬Z"出2匕匕匕sし济 

£•> pJL^>L^-LZ^nX：- ^^COJt^Tし つ)72. 
フ、ノ よ卩 碎シっしW履咄 ノ"U 6 .勿為!ets字％iz/^z£

(サンディマス試験他'寿椎動勅区术G崇司底)

げンデ、イマス試ザ"デ寿稚動物の種演が・幾不ミ)n ・かフ・衍單 

に説咽さかそ“うQ

C/S^CCJ CCx^oC 七-^'tx-6x<^<9 -C&-77^rC^L^,-
匕つ? qycZ^xワか 公Zの么ノ乙ノ7女Nしオ・<レ?※んレレづ。ゝ、 

墨,/2么レ心& ノ ノ ・・•,久• W • ,

一<：£/■Xレレス’功,ス小 GfSP^tzQiJZZi^ク’乙

〇:(J^t^ ・血cyK ’ フ瑟Z ,為-次4wエづ, 

守・'7,E
リフォノレ二マLこ泠け号土•涙;登斂防止"のための樹木.)

7オノレ二マ刃山旭・於け・懺蝕防上槌寇の用題につU 

で))る。喬木•達ポのぐぎ雇が含ぎ那•侵蝕防"虻で耐

川仍の彳又制が槛圈域3ノ m " T •.趋我Mに屯,5,硏で)Jう, 

後^レ>ご砰u>y>Z 8■*/；?一逐HレオL 匕QOっし 

Vレ5Zスん〜淫%"尸ノノン包・ド-s g (SしI當Wyzc•乙逐_£ 

' (N3)



植物更・掌

,:ナ,顼,ス狂ス,牙iZ刀淫 ノタすグ

〇チ勿?•洗’幺ルぐクん £>字m^z>7兀"* 

ュぬ乙し乙/zし ノ ’2々""レ乙cんフ為レNZ "TZo ,72 ノ / P
<松の渲瓶木右・よびC^り268G実生苗仞呆将・匕あまほ、' 

す雜纂の影智)

/年生植物匕植尼さmた喬木あ・よ世、養木ヒの同の、、 我 争"にワけ 

て,サンテ"イマス試験地や稀宛亡讥在。(rノ尹"ン年).C仇あ门 

禎表ほ呈まし)｝罹生を雇豆すあ盛以Jな方、広を具句・けるなのに渗漏計 

癒談に蔣密する死区奇行ハ叽た。研究の請果くよ)nば.喪の彩廩す 

う徐件下で、’殖裁木を残晦せしめ苛にな袤并看たう/玮生7•單鵜正 

餘く C匕が职寒なあ哲。財<ビる每液核最祈の生肓的に月暇去すへ、' 

まご•、あう。

〇 ,4 ^€Up^C ワル2尤・€zK 刀％2Cレ・乙;写!. -<LJ2^C^ 昭
C -ー於)

チ87n -Zk<况も劈 ノ: *£ C . -<£&72C 如zZ ナ 

/ル/^ 莎レJcMレネナ ノタぐク, 芬ナ

ミE 9 
k慈業仗の建覆かの を演”财券€ の瘻习・手早く今初ずう方"

云) ^

茗亲莅の旌禳からア量:の建うを癢うの度用:師分云・水虽陰导の! 

冬種の方S,蓮よく万・力'った"手詞M) j'とな 、七の干Fりし"ヒ林 

すう産•孑野詞荔を浅って凌n命果を’徭云:

')Vt/^Z^N くし么•つ七てづt772,ヂ"少し 刀め-し,’名2幻SO戶-X^zx^ ' 

J2-^(レ^^ —牙し<"必七,ーしか ーンし パ&C^ ヽ' 乙・

C , 刀以^卒,テHZ’以次疚1勿ZをぐcC芬"”牙\ 

决とナ ノグ・/テ;ク・顼・域-*^ Z / Z く 2eデリ) 

ヾE 6 - V <z夕

(耗煽她く生育す河植.物の大気｝中米切の吸収)

［上豹

登 散

天 飪中よI丿水分を喉収する能力が、箱物にあ习がビラ松をたし的'め 

百ため,,凋尊宾・或はぎ山次下こも非常に長期乾凝に燒え必沉者 

〇Jし々脆戶・^が調査士由だ。ノ 0勺冃阎.紿水す司Cヒ后 

く殯夢ホしな容器Kユ弈まの dzZ?^ ナしSe Q苗木を植え、 C

”をあらかじめ湿邊測走を寸ぜせた至.内J く討・じ’么のた。月刀以やー 

>£<Sレ"9注 温區計で・倒定すす匕,ヨーラ時回に9 3ぎからラ 〇 

ゆまで皇內淀辰が修下した〇

〇 づ加 矽’屹况e * 兵^心N^r?,

必Z 砂 144Z3 . : ^'. C,
〇^t^C 牙,^WL^z^z- . / ラ 寸/ 月刀2坨>匕’

^•au^ . ,テ母くぐ)：5 6 8> - B ? 2.
<変1*xz K7•保祈 "な の種手口兖乔に反ぼ寸山火聿<5)影 

誉)^ -

我ヶg必の覆すの是茅か、山犬爭に俅って語意b”习の母 

高・温度のせひであるCビか、分った。二山らの潺庚ほつ次禮反乏裂浦 

す百行め,種习の発芽をおC寸ズXT心加チ に永分か、 訶愛でさ与 

よラr有る。

>

以 -矽

財〇^iAJZ^Z^Z^X ' 邛レ3 1- 

W^^uzJZ^人員0I養京L林え ス心"yz>cZ

/L-ZxO^Z^/TMz . H _ T^^

矽戶ノ儿 y
- : C,4’に密7HS, St% .。•ん

/めsづ々I«ヽ dン ノラ早フ •匕哀須戸匕々&

夕レ M たル.济 匕・^2jZ^>“S7/
心辺a 也必"乂 ・q ー” 3 • 55/

くサンデ、 イマス型添潘計 C ーら/疚K七夜) : cン必ラ・シ
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檀生り我亨宣画定.のためj) < 就’ノ詡LF封灣滋と而江"-車, 

互都—■ エ棲.のあ・•濤計の応戦ノ

寸、ノディでズ更、、参漏訶を葱策した・目司は 南都カリフォレ二<G 

を戒経沱に童整万寻骸の乙名う^んク々芸 の區-M初I:水・符蜀•しに

跋すう二匕っあラ,"竺萍・の冠穀は 一林皆;也％汾ー压双に5a；M〇)

滲痼剪匕农或菠期旌!.’亥と幻、 シ依う.土・廢j詩同じその・り咬ルn .为、っ 

-〇 、、偷リ"をwけう履あ すへ・でのをぐ,に一林に痕

号 !j!匕、雨量 诳袤え出笠,滲墾壁が间定.ごがそ 旧。重量訓定 

或は定鄭的后土族中、分めサノデリング二よつ <f芬•危有夫童か、飼足さ 

折ヨ 工中の水、获灵,年・斐絕叡径,/年史权旱のな盘のに彰:がヰ仕 

豆戋们矽謂訐。间で.行オ.)Ji )<。［財Iら.&..?ノ寸之ーし>;ぐ疚»し 门:呆二,大 

き-•庖履沅よ,凍恋-次態に廷芝禾す。あ5 <.丹T裸.堆衣途Kた七 

:二们 扬づもの时 万ノレケ7?『ん〇 つノ如レ"しヨ "'但え・つノ/〔だ［ J泾〇

水ズ腐术

。、探、«.気象.也愛

”ごM A" S血最演K ,

&ヽ

す/ <

カリフォルニ<林フ訳験埸によつぞ契:亍r小•5

、• ■ "■:

弑朦燭

ル, x P..

/ 9

〇 顼のg レヾq尢5,ゲ ・"〇^,s.JijiaC ”叱

ノレr匕">スんレレ吃 ノん 顼^ 以ン^"

ノZN・以/£ , く戸ツン« /タ广/ ,乙!レ&^^、ンスユ亿 

亨ん皿を Rc^i^ らう・匕い*"或 vfe疚;)ハ.

471Zdj / ノ2ヶ"^ フ為 / nt t

'<南那力 >)フォ_ y 1<7^・けう流城経セの廣瀛)

ます、•南部刀リフォルニマズ粉け急流疏経.•言句・顋Z c山わあ’］甫・ほI 

鮮次に咨与すTく

彻元背風が簡庫に迖ベ丹们で门习

閱2リフォ;レニマ山诞ス植庄 匕っ

の逐水利・究秘が拳げら狠こZる

Q-・<-^m (^ ンCiiL^ixT^
づ?L^i^t^cZ^ 一^-,' ,

/Z63suZ e. / ,広ん^ 刀レな,cQ^^
M . vf ‘ ■■Qj^z^C - /j 牙亿 ’ "T^x^C v ■ ?5 七乙"フ2“ / ク Q 夕 

曷)

:ド 万 P、ノ ヨ 〇

Iカリフォ)レ二マのJ2 小公港武｝く於け5雨水の’行をつ 也 

云・或匕だ' ける雨水のヾ行方〃す爲めち兩衣〇,・延,蒸発鼠・地 

羨流米へい、'う、リ分け"か、匕'‘うなろかをそしかめヨため行あ皿N母 

う而究につ口ぐ菽告してIJ司。ノ継域は•中部カリフォルニマ少 

j y£x^_x2>*z>^ フ如tzTi/tZ/ の ス歹dK乂.・丘くふあり・也 

’は帝謝カリフォルニマのス如7- 歩レ奴こ勇山呈堆うのけンデ財マ 

！ス試驟地Q中/てある“漩宏の弄・工諒な,両炫读切爲心(公:宀 

I *TL^ ヒ下"草の心農試壁区予行わ01セが、,’こ佥ちの神宠にょ由は: 

!あ生地被 圧,年ク腰,くビ.盛M消・失U滅すすめ"位ビ、も•蒸灸故消 

！失の総量に国卵らカ'K影誓レ月H Cヒが、分フた。しカゝし、土曦の滲, 

姫能母衣、タし・した松って,地成沆去を膏加すう°通:鄭谨rの诚歩の 

,茹果は水収入く地裁源冋十ミ参匮)を曾ガ日し 5,Cわ赠加わ、君し 

!<増加しな地快流刃に因耳わめで、あるから・ 土嬢侵欲を増し、した 

が’、って地下刑収入は滅ウしぞ。權木区ぐ、碓哇を除き.浪恭Q侵入 

(をあぐため堀割をフけ、裸她疑面を保フ二ヒにょり,盧晰・消天あ、 よ 

|び、謠鼠尚大は全く羔く待っな。袤髡編笑の龍、墮)さ派シしたか、•年, 

魔払った塢台G林iに,繼底,流・ヒ士塩侵懿は大｝)に壇切した〇

熨の畏)J乾濾麹间には.探地土隱”すヤそのな左か' s ,カ'后•リの 

!水労を失一ったカヾ,彩厳な.茂ハ土娘とびも深J)土 履G方ね、ゆヨyカ、で・, 

カゝフ,不完.全て、あった〇絶水収久は澡讹区K最大こ、 あった〇しかし 

待が、 ら.地卜水墻加旧天然値生<D Wに量・大で"・あつ.た»

淅究の筹丑部は り卷"レ・^ 言巧刁え, すなわも•サンテ'' 

イマス就睽她のマつナ A の賜凰物7身感木流斌で、 行わ5Hな。両亥 

の2年同< ノmイ3 — 匕/レ・X - 々台、の平•肉耳阵宙壁は韵 

3 / . 0 •喝 こ、、あった。堂斷消夭口’牛平を約2" ふ え、、あり、河 

岸植,生の刃<、育蓬正含めて蒸発液量・は十用年当的/〇 - S'匕" で・あ

った。詞/夕・クーあむ E燕舞消关以外のもめて、、訪リ・めず力、に駒々 

づ九か、 流适ヒレで斑的小专。カゝくして,思置ビし < 流.カ、ら号ら 

;)1る木,重のラ痞以上.力'、微下:永匕しご停啓川ると考えら妲ヨ。

以)



ー妝一向<

Rめ

サンテ、、イマス理水訊黄処・に於ける流・風轻宜

彻究に即すう刊行物目蘇/岡凄釣)

垣, ガU 分

/夕Sタ绎ぐ月・ヨ/日虎<

〇 -771^)と水^疚乏^ ヨ云い少€" ノ

£Li^ryi^Cb<0 ； / タヲ/ /タ尸

くサンテ、、イマス象木谨永試険地) ^

目的の拔耍ヒ羨険施謀従説朋寸・司人。ンフレットZ

分疚号と^ -^が必とと,C 巳・妃•H况"2•を 

£•/),/!カ必yxx/Y , 次版2伊 ノラ«3 次<%eーノ

ノ , BajL M く S-) ' Nq_2 — _2 ひ“,

(雨璧計がらの莪兖を油面や!0•止するオ法)

。、ダー& の尊さにトランス用の;、由の層を溶がセて,浦屋計G甫

〇—ifo^- 』易匕・2。Jンっつ2•表淫夕物”2^", 

C , 步,芯N么e須淫 公G丸 尹, & . 亠ん奴/- ノ

ノ»中。•.・ カ"Z> ,分田”2-^今R , 6X,しい3儿 CZ^>€Z>n<] 

ア寸,エ・P % ーヲ2

Cサン・デ、イマス源冰麗术試険地)

実庚施談以4年)嘲の成果の旋絃. .

〇 乂 ¥〇^ 嫁易レ・ ら牛k—oノノ出づあ^ /sezi^- ■

£ . £ ‘ ノ7危タ、fe^2Z_ ・ 〇 ノ 9 ン".K?企てdt^7

/Se/V^SCAA/ ノ //t-U)、、/ ク・ / 2. — /ピ ノ

(サン‘デ財Tス赫建氷就除妲) •

留郁カリフォ)レニ<に於ける水用展の俺説ヒ実験施談の諛,囲

HノJムん<^2. u-'Cii.UL> 
〇^ 戶 a^ncC

-<^i んあ

P. 3 衫八Q9 , C "し・

Ci^-LoC h . C

/夕s~ / ・ じ・久・<ダベし>?><^^ 九レte:狄ゲ

ホe蒸発をお果前に呀ぐc匕かてさた〇

〇 ^^G^p^p^£^7TL^!优 ^〇 C^^&>£^d>C &7^?C 

y^rwzziziL.關 ～<Sa/n^
户 e>^O7^j£/zZ^Z^ チ ,'、歩,>

勿^ラ ノ・イヨ . 夕:"s財Z 久"元"

づノ60a_>o ,

万初ユ¢ノこ y^o ノ ヨ S P
I寸ンデ、イマス試験也の皆確動・物の検棠奏昼如令)

无に カリフォレ二ヤ沐而試険膚箍裁片"、フ に報告さ边点もの

に、 新・しく 3 ノ罹を直如" ^

〇 ザ c^ z QdZ^X^Z^/

エスクレん 七ス 九^^ ’ 、 G 七 j^jyし ノ

と街"Lん ん・&ヨ’ 月った, 多とナレZ£^z?‘ "うzCh" 

ZS^<c^>9-Z<J ,う / ( ノ) <2 /テーケ J? g
Cカリフォ化=ヤにめけラ水源地の土庭侵歛の示橫)

水滾’淀域にあ• Cろ±・娘漫織の禾棟えつHぐ述ヾ,侵紙か、腐生疚泉 

寿によフこ僧加ぜらmろ力、ビうか、たしかめるなめ 例えば怯部記或 

匕末株床派•效と匠ぱ毀すあ際、’つ川らの禾樣が、读用でさヨ二ヒを示, 

す。

广、

弥3を部产％

ノレZZX^

レ仍をレy£eM<o ノ '

如!^ /S-«2xrv^e-

つ財s々君么^>€eX ノD/妇2/^エラダ/ワ

(南読カリフォレ二マ水涼誕瘩に於け言;ゴ-つ巨哩・ならバに役戲

レJ卜に氏ほ项山大聿の影督を!～し〃、、 めヨたの •水て辭矛f )

南挤?カリフォルニャ,く ・沦けう水潔处の山犬斧"号・なあす、天水,二

盲)



•2 )

レノ ・

X/

うぐ«N): N $ 8 —

",ハい S /S 应ワT^刀^^い

,,H r w刀しd ,钦・£L . し Z■"儿

</ / ] -T心ノて , すけケ^^^- らレ>亿ル71,

、、二«M 一 N / 夕

フォレーマの ーふレク・しク0!如>レメ 山地う"に7でげう土撮.

戚度餞の雲を夏覆七るため匚便’用:±カる水文鮮折につ))ご迷べであ

,う。
〇 ヨ- ^JL<yv~GC 7^ 〇^m^>

.奏S <Q^7u^
切ん^ ノクZ心％ /夕卓</ •乙ん勺一なの

歹・匕aZ S’ 砂"^ ら・必。g* ■

’ム点-つ室顼 夭"エ・ア為・Z、N:叩

(すンテ、'4 Nス获很妪<Z瓷' け五山' 火聿しI・づくの国宗’

淀夜妲の山・乂爭がけンデ、イNス試殡地穴如何Q巨凌し之また疥互 

亜で・,吕羿看の談話匕山大幸<瘡った水原池への吸雨による 浅水 

’の游打 ーy庄、 习ノラケび年の由大爭匕浜水の扇保を写真で

説萌ずう。 、ー.
〇丄

.ノ ケ S-

.3 U 1

〔カリ

? • ̂
南邹カ！)フォIンニぐのをSし ク顼"也•ヵ"の览象-士很、 

他衫衣瘗ペ’樞生龙レ箋を惹す乙ににょけ 土儀德讓が夢くなるニヒ 

を生てる> ±JW受餞Q防止瑟」初•寇計歪屋欄髭す歩。

〇云必y3のん —’二一つ。ノ B ノヘハ・顼・"レオし 

心％包/ to上ふ^少",知8・い戶らへ

”号/ /ZX^x-zZ, ー夂ンノ-心し 〇〇〇ん, '

/i 6"乙"七 / 尸’Cと ノ ・ 女 S .

ラq｛りンC^xO . ZZn/クス,厂丿・.・么/ノ" 

N夕/

ぐ流を選 她形 土膜."区利用裡利匕尤初、'た水の却辰)

氏・エ’,ノ忑’壬・ニづーつもヨためのし’"""3 “活舖オレコ 

ン 、州に泠け,エ就の受皴,* A;、す応」刁ぎ教’"’'‘工•型利布"

・ノ

に,331"序

〇

~^y>s ノダ,/

s心^^^ 

フ2<ノ ノ,•が、,

别の初诃によって、•戻旌レートか知何«妥傩佳レートX昊つNく伊 

カゝ乏示す〇

〇 7/u^s〇^^6 必 XAl Co(^c
-^W- - 〇^czuZe,出^^

比/Lz 當Zc^%Q ワづい> ノ、'/?'£' VU表Z)ノん

"cC 必地必 H.勿座妃"‘沪 、

号ayM^ ；e^7". Sp-2^^心
ー亠わ必右 Aレう心以> 〇戶况ナレ8 フ・ノ女・が、•

(命却カリフォ ル・二マ のーxiZe之乞々- んお2. *.叟」zあは

心、、际岸千東のX滙水弛呵につ"五っ

カルアオルニマ时日,刀材を建士甘さ环殊帝灰下Q高度け心火Q 

利用に免して•幣に向領ヒ后る敏樹・章泉地・祐< 3 5广メズしレルん)ノ 

弟"38な 也帝あよて、、髭台虱地弟につ,「二•—ぎ“ 

海・型お占有面德を禾す。 … 、

c う次一E"以7W必な

；£ . Z,•わ危・0名九,ん・ ノが摂 づノ 

れ次・十つ羽丿み她• E次つ有 

(荒J)地剪をむつ栗水垣の甫蠻岡疋)*

栗水他雨蚤の刮走法に田守㊂制定。満訪カリフォ)レ二マの山・" 

だけヨ豪何の而究命衆よつW芸ペ‘山池<於つ否雨量画走浅の改卷 

0不正確停測定・茹衆の修正瑟を悠装す吾•> -

届^Z^T修ん次eつヶつ自户辺y ・ スは戶 

由必 s 疚彷如3么 _

つルs "ZらK。: Hs自 レ/〕カんレ小・, 

をパ ノタ ぐ"< /iLジ乙仑ノ乙・・グ§472"ん<渋〇 ん/ワレ仁七しノ

as 次〜)、、ノ/ 夕 L/NS

s.,ej^ „或羽・レえyレ宀 にょ勻流域狀態刃麦祀 

の水文写朗刼果の術荒) •ゝ

比5しし么 カx・ 心しー丄は 席スなっる勿s づ兩

m "也秋.歉康を永文即訓累すたしかぜ>



^t>-v -^Co UyCUL -^&L^wC
--<2-^_z^Z<>zt-^.

届K^rzX>^o _ 9/sスス /テぐU , 栄セノ乙,殆久%X 

づクなグ夕 [N>?沒/一 S' 3
<荒地・に於けう直描吊憩习の忍矛のための區度、签件につハN ) 

鬲詡カリフォレ=マの売価に.治け习 直殯まに対しぞ,脣恭有五ビ

冤ら朋る種々の草本植物の建す<0だ另之・最爱匕6)気衆芝たしかめ旦 

ために行あ所た布兄

3 身終の〇な〇^ N%Zナン^&2^ヂムza^しのしあ弟戸<^ゆ况あ?. 

密 冬ん€€ -<^v ー乙纣t次L〇,: p 23

日"g /刀乙りナノ 7子尸,牛・^ ,序シ9成"勺.も 

•・ノ C 3(^ 2. — 3
く雨水の‘行木レく蒸究衣,地裁流よ’渗透.)に反ほ、、す杉林株床 

の彩聲)

力]レフォ)1Z二マに於けめ枝湖林私ヽらの燕発量を画定す号えめ、 

•Z疚乙 戶^レル ノ ノ打が』Qt?•我必冗几 あは い、七廢水ガ 厠足"に よ 

リ実録ザ行め％I.乏の箔釆ガ、禾さ力でN 5。ぎし N,地液.沆なノ 

滲透,煮奖.に反ぼ’す林床の影營が咽あカ、にさ沮でハ司〇 ^ 

(3-2)

カリフォルニ<林舟試裁煬麻死員匕よるそ①他G 

刊行物目錄<浙を看洌)

ノラぐヨ年ノ冃/日度•狂

/タ亿っ

/夕Uラ

ノタナノ

4«3):ノNゲ

〇 月ん/;

ノヲイ g

\J-/ •
9^ -e^^sX 砰〇^ -<uz^€ 

ク&匕-CAzt^tiz^z^X^rzi 

Qu -<2-^-t>€ 〇:/ ブフ z^z^ .

UUtlC^tl ノうリ乙招つ!/ , N7 ♦■ ノ】ぎ"3 — ・・〇 

(:土壕水分亦よび碟她6)蒸定に反ぼ寸凍詰の影懲) 

.^lUL (X^VoC cJl^AAJ^L-7■・レ寺以

-z2^> --<1^^TUL, ?
S し oC ^2^0^ し^〇^-

力0"Z乙,, 导tj!ノビ以え乙が ¥ ■1ラ・-/ひノ 

<・生・表象’士性 匕土頃の凍命あよび融鲜) 

守^〇•t^C^ イ(^>wC 
井・o&yし,^syc^>0 UAzzx_e^<»-Xex>^ 〇 : / 

务“ /つ勿歩っしx ノ危tw>z义・m 〇(—)C 

'^■6 7 一"/

<有林淀域の;笑オ<嬢度とMk流血) 
ヽ

-^5 ヽ、 ^5^x_/z> ,

(X^r^oL U/'cl^^ o

F 3
(侵・に南毎:すう±・壌.Q物理的性實)

:? A^n^e^L^>七,” わし％ U,
/夕/' 0クろノ32/ん乙ル傭

1/^^-cx^rX^-^xd 6T7ル じし ・〇-、チ・<>-za6^ . *

知"/乙•守仑ハ“ク-3 /

C洪永匕反ぼ’す柘爰奴Q影詹)

ス白4
^O^TZJ^ HCt^z^U^C

(33)



3 .卩

<南况カ〃フォレ二マの山哭・新W沁蔵にたける

〇丿づ星>5泌つ’ ’孑・守・Cバ丁・上しんJ火q£ , aんM:反‘ /

/タラタ 匸彩垒ス>^ 新・必>ce』么7>以五/ *<ス以/气・刀e

壶れ つ^^s^7Z^' ん

^8&xn. 戒Hノ欢セ 乙ク・乙匕ん七qレ,0・・2-</づ多心ノizM.

be . -<f, 〇£Z^2>^ , A ^z>,: Bc^ .63^ 
-2コ万

<’初us、爾•术 池①上祕・溶獲に及ぼす.

久况 -C^«2<2_^>>Z7_ の 影譽)

1? ^3"次。刀ノ Z5 .ノん9心/ ビ^ , 4 CzlN<>ZWしつI

ノ ヨは早 づク乙q*>e^ 〇^-€>02>c^^ 6Z次以Zzg

cX^lZ-え歩 0•〇^t^C Q■・光3^_ ザ

? -><£1S2_<_J^

。 ソ フ 710y'し 〇 。ぎ:/ ノ び ー ノ ・ n

<土.中へ也の滲入すす際のエネルギー ,土廢水力の状 

態)

〇・疽レ??.,匕・/^

ノ 9 0/ つらレ・^のナレ％ル、疚应セ・ YXZZ

乙©^^^レ規t 、』つ/l^c/sa^C
乙2必財-号任^"z•犯R公らq 

6^ky；2X^«；7^e<7Z^r 一^72L^C^ 
ア当・ベ ラ為、3 . p
く南都カリフォレ二V山宏遞タの山K爭と次)

〇»あ心2几,A/- ^

/タaタ・•心"七 "  ̂w 勿心木み以 在レOgつ匕

しの(?^ 71 久公よ攻し

61^-l^C ?<Li>ZZ^X ^l^JZ^Si^ZZ^Z^Z/, 

g /2e^~ex3>*z>c7^,フ久しを ノ フ42 3 7

邛侦丸.種一D ■ ■—) ヽ

/タ々9 必んしあ己 手レ匕 ス云•2匕・歩 以"七以S .技"ZFx 5>£3疽Z'ゝ

Cy(dL^^sなし—y7Ui^(t^>>z^ ゲ J^Xc 

Q えC洛為 3 8> (3 )< 3。•;プ ー イ 2

(水谖涼の廃在匕絳术)

〇 父る^ユクル,レらレ^卷 /妙. clxn^C 〇〇^^し〇.£^ ラー・切?％

Bj^Oyrc
/夕"ラ (^2L〇 珂ス從e /eWsれうテづをN Y^-s*£f ナ

ラアし^^Xd^^C ヽ・<2-eez^ -x>^ 埃cc^nsL^C dz-ce^o

穿 a>?se<2J茨N••彷 タフ c 3^ ) : ノ ー d — / ・ 女

(扇訂カリフォレ二やのilJ大聿威地に於けるへリコフ。 

ター田よヨの禮ま暑)

〇 ん6 jz-€Xe^ ノ C •彷 ・

ノタヲ(厶 二充・ 4し 〇乙皿9eク疚2七’矛乙劣./■Zク•々^し・

〇 « . ) ； 2 个/一 N ナメ

<ム^ 任ら涙未.)

ノヲヨ / £^>tj2O<^Z7, 8彩ふノしビケアし ク乙a匕つ疚え£?も

ノ•くんイ孑,矛尤« //^> LXZ2L 

づ眼 ラタグ,妃§ F
<山地恒洛のエ・壜綾锻呀止)

〇 ‘ 〇^レ^^<7 * ' 0 ー以^Ccz,-c "孑•>

P~c^^e・ 气"

ノ ・ m 匕 /o^tz^Z.危 qて^<2"以セし

・ンレワ>uru^庆a£つ七 -^2^么％<?"zz/y -

左牙 ろ’夕P <つ処ら;*-位歩は戶-&)

<山近牧榻わ土痕優歛防止,の手引之)

〇 M^MzVz兄—・ ノ レレ・ C •

ノラ3フ すルレT氣く>ら づつ-し ヨ£ムスjsjC^つレス 二次も

.,ゴ,•父次/•父ロゼrノレe心ぶ’-} ザ •ノ乙々スン尸zめ之{七

30



, 7?. 〇 . A -6^ .华 ^2^t-€X-, 

6 : 々がu ータケ 

(雨衣の地痰流宏に影窖すう团.) 

/夕 m 3 亠^/^^>6<^刀 ス"t ノン

LXjz^j2^SzZ<^rri- レ・ 

Cl^UoC UTO^Z^t. C<^L^L^P3 ヵ 

ァ加心^^<^O y^Ccジ・Gxrしオ,ぐ七无ノンNグ总"z>6ン乙 

必 m/ /gzT^xxxovg^ B C ,セ•〇 ’ぐ［ 

3 9" 一 3タラク

<术譲泌獲吐侵餞呀!hに用すうを林•植.生の饺剧ぽつu 

て) ^

• C,よ^叶心メレレフつ〜^危./ \a/. C ・乃ル¢6 P. B . &〇»-^兰^ 

ノタヨグ 奏ス丄汝プ乙レてつ乙んe^. スレな〇心£q cm.
以〜^〇^6L^ -<x?-v -t/Co
ノ^/_^x4•〇^^〇^^

〇^乂 。 A^rnJ^ . -
£Z/2し弟ワ乙ノ ’项!"しク3 ノぐ ズ% //つかZm&z^ 

づ色宓修,,卩 すクツー U/寸

く地戒淀农ヒ上侵侵饌に寫探すヨ商水の吸根こう!jて 

定の後の荷究)

〇づな山e’ウZ ’切

/ * 4Zク / "クムう乙刀つ乙Z淫クiふをS ▽し ・アし分

O^n-CfC • 如^^CPlz. ^Lf^oCo
-TX^44^ LA/-<i^oC J^L-^レ. 

, Cct^L^GL-^を 孑

OXTU^C 匕〇デレづ; j<£^づ^^T7乙

y&XL-Cz'Z-^C-X.. フZ4兄乙 つ快,3 Z ノ・ P
C 'T/L^ y^G^i^^C^Hi^oC ) 

(カリフ刀Iレニーの一宝桓初の建与湯林康:匕号•以i」気

(异)

ノタなク

ノ ラ仁ノ

すW薄料)

〇 ,ブ2,T •’山マ丸 〇 . 7°.
ノアmテ 匕&^後ス^>»%・産〃レ匕フ彩乃ユ次0c>>z>ナ

_^eez^ 矽 z%<^Z<tZ yh^<2••つ^^ 〇 

〇7"^>^^Zcr^,化,づ、 • /^r2^Z.

乃/, w 卩 C C C C 歹 ルul^z>c^ .

、宀C ヽ

«野生祖物の樞多の床桌と歌坂着、方)

〇 }2v(aj^_- P. 8. ー厂ク , ナ‘ ,_ 十, つ ノ
另&> 〇^七・,«ラ泌と/々乏タ九,林収 

Uxub 〇^ つt&y兀儿孑釦七ー

/羽〇ダW為^6 こ皿式"Z 

つ〜メしで以J乙:"必ナ よナうレジレエZ,し 〇^弘 

ナー^"し£ためす€ 

-Jex?乙 •〇

卩以..如、ノ ・ ■ uP 
<グ暮K< 孑知"乙 更爹匿矛 < 乙一.//次沿7 ーー 

カ辺亿)の構屋•岸用,匕•凌用浅)

_x£^-77Zjg,’えしでふe° %?ス從c 3 

必 ,X^ 以命^Figノ: 

あ以^ . %决e ・一分"产多戶.ノ危・ ノ 

5んし心?レ^ .•ヤ(レ'^Cエ;ラ。‘- / ・〇

( 以上"^ Nex,や&の 山篋攵の我文学的徐

彷

ノラ«3

ノタ卩3

件)

祐 —0艰ノ>し

/Jつレ・•亠?^てノ 〇 Ox/ 〇死つ乙ラノ<ノナし,

パ 片 く/〃 )ヾ /$ / 6～ーノ6/3
(、、、芙氷期南匕たけ3工地の纹阚”に育すう釘瓠) 

4ワえ必ん<5亿 M次をケs ル窗・為

ーレ>し ひ•Pスンs乳版ん う2疚"况蜷Q决a；!"2J七。

(粉



/ヲ<2夕

〇 だ况<亠。,

/)ラg乙・ り, "んン"しノ ノ,もスノT•ん刁

TLこ6 • 2つ心・

C流珠軽•莒に於けう水文解析の万法)

时 :^ZZrzZ^>TLx54 CJlc^yTl^iJLZ
〇〇^ cL^lcC- し Oi_/zレし jcZ^C

えへ>7レよゐ ° ク^,っづ七 ’/牙Z乙・ノ

ダ"以vSzzCAA^C-^ ,"皿 C^-p^-^O-^err^
CaJL<^ エ・ノ乙^。
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